
【生産性の向上】
・従業員一人当たりの付加価値額を令和７年３月までに８％向上させる。

【財務の健全性】
・有利子負債/キャッシュフロー ４．６倍
・経常収支比率 １３４％

【新商品の開発】
・新商品の売上高を計画最終年度（令和６年度）において、総売上高比１．７％以上
とする。

【計画の実施期間】
・令和４年１０月～令和７年３月

株式会社九州リースサービスは不動産事業を、事業分割により、環境関連事業を
行っている子会社である株式会社ケイ・エル・アイに承継を行う。
これにより、株式会社ケイ・エル・アイが持つ環境分野への知見を活かした環境性
能の高い不動産事業の展開や効率的なグループ運営を図り、企業価値の更なる向
上を目指す。

株式会社九州リースサービスの「事業再編計画」のポイント
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